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ぺ一ジ 訂正箇所 誤 止
3 下から12行 内部気象予測法 内部気温予測法
4 上から3行 ．の　気象 ・の微気象
4 下から6行 拡張力 抗張力
6 上から6行 第4章 第3章
6 下から16行 床面純放射量 外壁面純放射量
7 上から16行 臨・呆条件 臨界条f／二
8 上から15行 ポケット ホ■ツト
9 下から8行 スの半旬平均値 ス）の半句平均値
9 下から2行 月合計口射量 日合計］射量
9 下から2行 ΣR、 ΣR、
ψ’
10 下から9行 接するため 接近するため
12 上から12行 内外気温 内外気温差
13 Fig．2．6 fluxes f1uxes．
13 下から6行 ■、、、一τ。 三τ。一。T。
14 下から12行 放射型 放熱型
14 下から3行 ハウス内気温℃ ハウス内気温。K
14 （2．12）式 4σ三丁3 4σ　三丁：ヨ
19 Table2．1ana　On　an and　in
19 上から3行 そお・で そこで
20 上から10行 3600㎝／sec 3600m3／sec
20 （2．20）式のλを
つぎのように訂
正
　　　　　　α1λ＝　　　り7
21 上から15行 第4章 第3章
24 Fig．3．2
別紙1のように
訂正
24 上から4行 ボーエン比β ボーエン比三β
24 （3．3）式 β ！β
24 ’ドから8行 ハウス内気温。； ハウス内気温〔C；
25 下から6行 長波放射損失 長波放射熱損失
29 上から7行 気温差 温度差
32 Fig．3．11別紙
2のように訂正
34 下から8行 乾燥比 乾燥fヒ
37 上から6行 呈五互 ノE
39 上から2行 総括伝達係数 総括熱伝連係数
39 Fig．3．17 tOtal OVerall
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58 （4．30）式 F＊
61 下から18行 1．5…　　えること
62 Fig．4．16 4・104
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88 上から6行 約最大 最大約
88 上から15行 2次曲線散 二次曲線形
89 上から25行 （4．24） （4．24式）
91 下から2行 R。 。R。
9！ 下から2行 R R。
92 （5．1）式 （1－a） （1一α）
92 上から15行 Σ。R、
?。???
94 Fig．5．3 iSuSe iSuSed
95 上から4行 あらわされている あらわされる
95 上から6行 ∫ ρ
95 （5．6）式 んH、 んHτ
96 下から17行 グリーアワー デグリーアワー
96 下から13行 ／D”／。、。、 ／1）山日。、
96 下から5行 デラツーアワー デグリーアワー
，
96 下から1行 τ。、。 …T、ユ、、
97 下から6行 奥州地方 奥羽地方
99 下から16行 丁閉 ㌦
99 下から9行 121y／mi・ 1．21y／mi・
99 下から2行 丁伽 ㌦
100下から5行 。R 。R。
102Tab1e5．1Koshin’et Koshin’etsu
102下から7行 放射量 放熱量
103上から2行をつ Re　特徴長さ1をもちいたレイノルズ数＝α・1／ツ；
ぎのように訂正
103上から6行 Pr Pr。
103上から7行 （・、／P・、） （P・。／P・、）
103 15．15）式 μ ～
！03 下から2行 ly／SeC； ly／・ec・oK；
105上から19行 空気負荷熱量 冷却負荷熱量1
105上から22行 噴霧量水 噴霧水量
105 （5．23）式分母 ε引0ω εりρ阯
105上から24行 ：空気の比容積 砂：空気の比容積
109上から4行 類以 類似
109上から14行 …T。趾 。τ。、、
109下から18行 北西部八州 北西部九州
109下から6行 最段 最上段
110上から7行 この方式によると この方式による
111 上から18行 単位として 単位とした
111 下から4行 T T、
112 （5．31／）式をつ
き“のように訂正
τ・rτ一一（一・一一岬・（一月枯。）
112 上から13行 Rのいウス内　　　　　　　　　　　Rのハウス内
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112下から6行 rm
?
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113 （5．35）式をつぎ
のように訂正
1一・1・ρ・γ皿（T・イニ）　　　2πγ凧・ん。・∬㎜
113上から3行 T。＝ Tド
114上から16行 熱達 熱伝達
114Fi＆5．24 aenOt　S denOteS
114下から6行 ‘T。 三τ、，、
116下から13行 実際の表 実際の値
117上から4行 おこなわうために おこなうために
1！8 上から9行 傑温化 保温比
118下から20行 保温化 保温比
119上から9行 湿度の日変化 温度の日変化
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121 下から13行 れ減少する れて減少する
121 下から4行 保温化 保温比
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122 上から14行 ψ～ 三ん＝
123上から11行 30㎝高さ 30m高さ
124 （5．19）式をつぎ
のように訂正
　　　　　　　R（三SrB）・Tr㌘rτ十ん。、十ん．十ψ、
R（土sLβ1）一いθ皿一。T）十ん。・・。τ十ん1・θω．
一 μ十ん。d
125下から17行 ，70ぴC－aay 9，700℃一aay
127 上から！3行 ならびに温度環境 ならびに湿度環境
131上から1行 内島 内嶋
132上から29行 he・ep・esented． presenteahere・
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133下から5行 blance balance
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Fig．3．2Diumal　change　of　meteorological　elements　ana11eat
balance　components　insid－e　the　glasshouse（Nov．27．
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